
患者サービス推進室                                室長 太田徹哉（統括診療部長） 

   

● 活動目的 

患者サービス推進室は 2007年に患者サービスの一環として設立されました。活動目的は当院の

患者サービスの現状の把握、問題点・改善方策の検討です。具体的には、 

① “ご意見箱”を各病棟のダイニングルーム、外来総合案内に設置し、定期的に室員が回収  

② “ご意見箱”に記載されている「皆様の声」の内容を吟味し、緊急度を判断しながら（至急対応の
要するものはその都度各部署へ対応依頼）、毎月第 3もしくは第 4木曜日に開催の「患者サー

ビス向上推進対策会議」で内容を検討 

③ 病院としての対応が必要なものは“幹部会議”に患者の要望と検討内容を報告・提出 

 の 3点です。 

また、入院患者さんにアンケート調査（記名/無記名は不問）を実施し、患者さんからの“生の声”に

接しながら、指摘された問題点等を検討し、対策等を立案しています。 

●●構構成成メメンンババーー（（令令和和 33年年度度））  
  氏名 職名   氏名 職名 

室長 太太田田  徹徹哉哉  統括診療部長 副室長 宮部 惠子 副看護部長 

副室長 和田 吉弘 事務専門職 室員 齊藤 崇 感染症内科医長 

室員 古城 真秀子 小児科医長 室員 濱田 のぞみ 外来師長 

室員 溝内 育子 地域医療連携室師長 室員 竹山 知志 副薬剤部長 

室員 須賀 貴仁 副診療放射線技師長 室員 小田 十姉美 副臨床検査技師長 

室員 阿部 直美 言語聴覚士 室員 宮内 京佐 地域医療連携室係長 

室員 陶守 優 庶務係長 室員 岡村 修平 契約係長 

室員 和田 紘加 医事係    

 

● 活動内容の詳細 

    “ご意見箱”を各外来ブースや病棟に設置           “アンケート回収ボックス”は病棟に設置 

      各“ご意見箱”の傍らに配備                         入院時に配布 

 

● 活動状況 

毎月第 2水曜日の午後 4時から、事前に回収した「皆様の声」について、メンバー全員で内容を分析

し、改善に向けて検討を行っています（室員は 19名）。 

①  病棟のものは病棟師長、外来のものは医事専門職が回収。回収された投書用紙は、副看護部長 

室に一旦集められ、副看護部長が内容を適宜検討。 

②  急ぐ案件については、対応部署の責任者にその都度連絡。対応部署の判断が難しい時は、副院

長に連絡し対応を検討。 

③  急がない案件については、毎月の定例会議（第 2水曜日の午後 4時より）で内容等を検討。 

④  “ご意見箱”のご意見への返事は、必要に応じて専門職を中心に作成し、2Fの専用掲示板に掲

示。更に、“ご意見箱”で述べられた我々職員に対する問題点・注意点は、適宜院内情報用 Web

に載せ、職員の接遇の改善を企図。 

⑤ 入院患者アンケートを実施。指摘された問題点を検討し対策を立案。 

⑥ その他、患者サービスにつながる事案を逐次対応し、必要に応じて院内ラウンドや院外の視察等

の実施。 

 

● 調査結果 

【令和 3年度ご意見箱に寄せられた代表的なご意見】 

①面会制限に関するご意見 

・・・お世話になっております。 

院内感染対策はとても大切でありますが、出来れば 5 分でも簡易面会が出来ればなど

と希望致します。家族の顔を見るだけでも安心できます。 

②診療時における待ち時間に関するご意見 

・・・本日８時３０分から MRI予約となっていますが、受付が８時３０分では検査時間と同じ

で予約時間より遅れます。受付時間と検査時間が同じなのはちょっとおかしいのでは。 

・・・３Fの受付の待ち時間が長すぎる。もう少し早くできないですか。 

③駐車場に関するご意見 

・・・入院患者の家族は駐車料金をかからないようにして欲しい。 

そうでなくても大変なのだから。 

・・・身障者用の駐車場を増やしてほしい。 
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患者サービス推進室                                室長 太田徹哉（統括診療部長） 

   

● 活動目的 

患者サービス推進室は 2007年に患者サービスの一環として設立されました。活動目的は当院の

患者サービスの現状の把握、問題点・改善方策の検討です。具体的には、 

① “ご意見箱”を各病棟のダイニングルーム、外来総合案内に設置し、定期的に室員が回収  

② “ご意見箱”に記載されている「皆様の声」の内容を吟味し、緊急度を判断しながら（至急対応の
要するものはその都度各部署へ対応依頼）、毎月第 3もしくは第 4木曜日に開催の「患者サー

ビス向上推進対策会議」で内容を検討 

③ 病院としての対応が必要なものは“幹部会議”に患者の要望と検討内容を報告・提出 

 の 3点です。 

また、入院患者さんにアンケート調査（記名/無記名は不問）を実施し、患者さんからの“生の声”に

接しながら、指摘された問題点等を検討し、対策等を立案しています。 

●●構構成成メメンンババーー（（令令和和 33年年度度））  
  氏名 職名   氏名 職名 

室長 太太田田  徹徹哉哉  統括診療部長 副室長 宮部 惠子 副看護部長 

副室長 和田 吉弘 事務専門職 室員 齊藤 崇 感染症内科医長 

室員 古城 真秀子 小児科医長 室員 濱田 のぞみ 外来師長 

室員 溝内 育子 地域医療連携室師長 室員 竹山 知志 副薬剤部長 

室員 須賀 貴仁 副診療放射線技師長 室員 小田 十姉美 副臨床検査技師長 

室員 阿部 直美 言語聴覚士 室員 宮内 京佐 地域医療連携室係長 

室員 陶守 優 庶務係長 室員 岡村 修平 契約係長 

室員 和田 紘加 医事係    

 

● 活動内容の詳細 

    “ご意見箱”を各外来ブースや病棟に設置           “アンケート回収ボックス”は病棟に設置 

      各“ご意見箱”の傍らに配備                         入院時に配布 

 

● 活動状況 

毎月第 2水曜日の午後 4時から、事前に回収した「皆様の声」について、メンバー全員で内容を分析

し、改善に向けて検討を行っています（室員は 19名）。 

①  病棟のものは病棟師長、外来のものは医事専門職が回収。回収された投書用紙は、副看護部長 

室に一旦集められ、副看護部長が内容を適宜検討。 

②  急ぐ案件については、対応部署の責任者にその都度連絡。対応部署の判断が難しい時は、副院

長に連絡し対応を検討。 

③  急がない案件については、毎月の定例会議（第 2水曜日の午後 4時より）で内容等を検討。 

④  “ご意見箱”のご意見への返事は、必要に応じて専門職を中心に作成し、2Fの専用掲示板に掲

示。更に、“ご意見箱”で述べられた我々職員に対する問題点・注意点は、適宜院内情報用 Web

に載せ、職員の接遇の改善を企図。 

⑤ 入院患者アンケートを実施。指摘された問題点を検討し対策を立案。 

⑥ その他、患者サービスにつながる事案を逐次対応し、必要に応じて院内ラウンドや院外の視察等

の実施。 

 

● 調査結果 

【令和 3年度ご意見箱に寄せられた代表的なご意見】 

①面会制限に関するご意見 

・・・お世話になっております。 

院内感染対策はとても大切でありますが、出来れば 5 分でも簡易面会が出来ればなど

と希望致します。家族の顔を見るだけでも安心できます。 

②診療時における待ち時間に関するご意見 

・・・本日８時３０分から MRI予約となっていますが、受付が８時３０分では検査時間と同じ

で予約時間より遅れます。受付時間と検査時間が同じなのはちょっとおかしいのでは。 

・・・３Fの受付の待ち時間が長すぎる。もう少し早くできないですか。 

③駐車場に関するご意見 

・・・入院患者の家族は駐車料金をかからないようにして欲しい。 

そうでなくても大変なのだから。 

・・・身障者用の駐車場を増やしてほしい。 
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【対応について】 

① 面会制限についてはコロナの感染状況も見極めながら、緩和することも視野に、院内で検討
中です。今しばらくお待ちください。 

② 受付時間と検査時間が同じ時間で表記されている場合ですが受付を済ました後に検査へ向か
っていただいて差し支えありません。 

頂いたご意見を踏まえまして院内各署の協力を得ながら、次回外来予約のみの患者さんは診

察後会計に直接行っていただく等、少しずつ対応を進め効果が出ているところです。また長

い待ち時間の場合、外来スタッフまでお声がけください。当院スタッフからもお声がけいた

します。 

③ 2階「総合案内」（時間外は時間外受付）では付き添いのご家族の方に対し、入院の日や退院

の日の送迎、及び手術の日や症状説明等のため病院からの依頼により来院した日について駐

車料金の無料の手続きを行っています。駐車券の無料化のためには駐車券への確認印が必要

です。病棟ナースステーションに申し出て確認印を受けた後、総合案内へお立ち寄り下さい。 

  障害者用の駐車場は十分なスペースを確保しておりますが、日によって外来の患者様が多く、

駐車したいタイミングに空いておらず、ご迷惑をおかけして申し訳ございません。 

現状駐車場をこれ以上拡張することは難しく、障害者用のスペースに岡山県の「ほっとパ

ーキングおかやま」駐車場利用証をご利用されている方が、駐車利用できるよう見回りを実

施しているところです。ご理解のほどよろしくお願いします。 

 

入院患者さまへのアンケート集計 （ 対象期間 R03.04.01 ～R04. 03.31 ）

 

患患者者ササーービビスス推推進進室室

対対象象期期間間

総総回回収収数数 枚枚（（期期間間中中退退院院患患者者数数 ％％））

回回  答答  者者 平平均均年年齢齢 歳歳

おおいに満足
患者本人 満足
親族 満足できなかった

良いふつう悪い不明・無回答 その他 無回答
医師
看護師
検査技師
放射線技師
薬剤師
理学療法士
栄養士
事務職員
病棟助手
掃除

入入院院患患者者ささままへへののアアンンケケーートト集集計計

RR0033..0044..0011 ～～ RR0044..0033..3311

772299 1133,,997788 人人、、回回収収率率 55..22

5566..8844
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入院患者さまアンケート集計
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今今回回のの入入院院治治療療はは満満足足？？

 
 

国際医療協力室     室長  中村 信 （新生児科） 

 

 

 

 

国際医療協力室のロゴマーク 

● 活動目的                             

『外国人にやさしい病院』を目指して 

1） 当院では 2005年 4月に国際医療協力室が発足した。（臼井外科医長） 

1） その間、医療通訳をはじめとする外国人診療体制の整備をいろいろと行なってきた。 

2） 2006年から 6年間は厚生労働省国際医療研究を行なった（3研究）。 

 １．（18指１）ネットワーク機関における外国人診療のあり方に関する研究 

 ２．（18公６）胎児から乳幼児に子育てを軸とした継続ケアの構築 

 ３． （21 指９）海外渡航者及び帰国者のための効果的な診療体制整備に関する研究－（分担）

在日外国人・日本への外国人渡航者の診療体制の構築 

3） それらをもとにして、2012 年外国人診療の１０箇条をまとめた。外国人診療に対する基本的な姿

勢を述べている。2013年改訂。 

4） 当院でできる海外医療協力を推進している。 

● 活動状況 

1） 海外医療協力（2021年度はコロナ禍のため実活動はほとんどない） 

   NPO中国四国小児外科医療支援機構（本部：岡山医療センター）による活動 

ミャンマー等手術ミッション 年に１～２回で平成 23年 1月より継続している 

当院の医師、看護師が毎回参加している。 

海外医療機関からの見学・研修の調整・世話など 

外国人医師臨床修練指導医（中村） 

2） 当院の外国人診療システム充実のための活動 

3） 外国人診療の手助け、助言 

診療に必要な書類掲示物の英訳・助言など適宜行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 業績  

  

岡山医療センターの外国人診療

• 患者の家族・知人による通訳
上記がいない時は地域連携室・国際医療協力室に連絡

• 多言語医学情報ツールの活用
16カ国対応診療補助表など

• 医療通訳の確保
英語は院内

その他の言語は院外から

岡山国際交流センター 中国語・ポルトガル語など

2019カンボジア国研修にて 
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